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化
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導
入

　
本
稿
は
、
2
国
2
財
2
期
間
モ
デ
ル
を
用
い
、
異
時
的
な
交
易

条
件
変
化
が
消
費
者
実
質
金
利
の
国
際
的
な
乖
離
を
引
き
起
こ
す

こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
産
出
量
・
財
政
政
策
の
外
生
的
変
化

が
各
期
交
易
条
件
、
両
国
消
費
者
実
質
金
利
、
経
常
収
支
、
両
国

効
用
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
ぺ
る
。

　
2
国
一
財
新
古
典
派
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
は
世
界
財
市
場
を
均
衡
さ

せ
る
実
質
金
利
の
存
在
を
主
張
す
る
が
、
国
際
的
な
均
衡
実
質
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

利
の
存
在
は
実
証
的
に
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
専
彗
－
邑
（
H
湯
舳
）
は
、
国
際
金
融
市
場
が
完
全
に
機
能
す

る
モ
デ
ル
を
用
い
て
短
期
的
（
国
際
的
な
財
市
場
裁
定
が
不
完
全

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
短
期
）
に
実
質
金
利
が
乖
離
す
る
こ
と

宮
　
村
　
健

郎

　
　
＾
2
）

を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
モ
デ
ル
で
は
、
国
際
金
融
市

場
の
み
な
ら
ず
世
界
財
市
場
に
お
け
る
裁
定
が
完
全
で
あ
る
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

下
で
こ
れ
を
国
際
財
市
場
統
合
と
呼
ぷ
）
と
考
え
ら
れ
る
中
期
に

お
い
て
は
実
質
金
利
は
国
際
的
に
等
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
彼
の
論
脈
で
中
期
的
な
実
質
金
利
の
国
際
的
な
乖
離
を
主

張
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
完
全
な
国
際
金
融
市
場
統
合
と
国
際
財
市
場
統
合
に

よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
中
期
に
お
い
て
も
、
異
時
的
に
交
易
条
件
が

異
な
る
の
な
ら
ぱ
、
一
般
に
消
費
者
実
質
金
利
は
国
際
的
に
乖
離

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
異
時
的
に
交
易
条
件
が
異
な
る
こ
と
は
国
内

相
対
価
格
構
造
が
異
時
的
に
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
各
国

消
費
者
の
最
適
決
定
に
必
ず
し
も
共
通
の
影
響
を
与
え
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
ま
り
厳
密
な
例
で
は
な
い
が
、
例
え
ぱ
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初
期
状
態
で
異
時
的
に
相
対
価
格
構
造
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
よ

う
。
そ
こ
で
な
ん
ら
か
の
撹
乱
が
生
じ
、
異
時
的
に
相
対
価
格
構

造
が
わ
ず
か
に
異
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
自
国
の
消
費
者

は
そ
の
効
用
関
数
に
照
ら
し
て
第
－
期
（
現
在
）
の
相
対
価
格
構

造
が
初
期
状
態
よ
り
も
有
利
に
な
っ
た
と
感
じ
、
ま
た
第
2
期

（
将
来
）
の
相
対
価
格
構
造
が
初
期
状
態
よ
り
も
不
利
に
な
っ
た

と
感
じ
た
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
国
消
費
者
に
と
っ
て
第
－

期
の
効
周
が
よ
り
安
価
に
な
り
、
第
2
期
の
効
用
が
よ
り
高
価
に

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
自
国
消
費
者
に
と
っ
て
の
実

質
金
利
、
す
な
わ
ち
消
費
者
笑
質
金
利
は
撹
乱
前
に
比
べ
て
下
落

し
た
の
で
あ
る
。
他
方
外
国
の
消
費
者
は
そ
の
効
用
関
数
に
照
ら

し
て
第
－
期
の
効
用
が
よ
り
高
価
に
な
り
、
第
2
期
の
効
用
が
よ

り
安
価
に
な
っ
た
と
感
じ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
外
国
消
費

者
実
質
金
利
の
上
昇
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
異
時
的
に
交
易

条
件
が
異
な
る
と
き
に
は
、
一
般
に
消
費
者
実
質
金
利
は
、
各
国

の
効
周
関
数
に
依
存
し
つ
つ
、
国
際
的
に
乖
離
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
、
貿
易
財
間
相
対
価
格
が
内
生
的

に
決
定
さ
れ
る
2
国
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
貿
易
財
間
相
対
価
楕
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

異
時
的
に
異
な
る
ケ
ー
ス
を
考
察
す
る
。
例
え
ぱ
、
あ
る
期
に
お

け
る
あ
る
財
生
産
の
一
時
的
な
増
大
は
、
内
生
的
な
相
対
価
格
の

変
化
を
通
じ
て
消
費
者
実
質
金
利
を
変
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
の
相
対
価
楕
変
化
の
方
向
と
実
質
金
利
変
化
の
方
向
の
関
係

は
さ
ら
に
次
の
分
析
対
象
と
し
て
の
関
心
事
と
な
る
。
モ
デ
ル
の

基
本
的
構
造
は
掌
彗
ぎ
－
竃
ρ
宛
富
巨
（
ε
o
。
｝
）
の
実
物
モ
デ
ル

と
は
ほ
ぽ
共
通
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
名
目
変
数
の
世
界

か
ら
実
物
変
数
の
世
界
が
厳
密
に
導
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
導
出

の
過
程
で
、
こ
の
よ
う
な
異
時
的
実
物
モ
デ
ル
が
昌
8
く
實
＆

　
　
？
〕

金
利
裁
定
の
厳
密
な
成
立
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
各
国
消
費
者
実
質
金
利
も
厳
密
に
導
出
さ
れ

る
。　

モ
デ
ル
の
特
徴
の
第
一
点
は
、
申
期
的
な
世
界
均
衡
が
財
市
場

に
お
け
る
各
国
消
費
者
実
質
金
利
と
各
期
相
対
価
椿
の
内
生
的
決

定
と
と
も
に
支
出
構
造
を
決
定
し
て
達
成
さ
れ
る
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
例
え
ば
、
な
ん
ら
か
の
外
生
的
な
援
乱
は
、
財
市
場
の
需

給
均
衡
を
通
じ
て
消
費
者
実
質
金
利
と
各
期
相
対
価
格
を
内
生
的

に
変
化
さ
せ
る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
実
質
金
利
と
各

期
相
対
価
楮
の
内
生
的
な
変
化
は
、
各
国
消
費
者
の
支
出
の
同
時

点
間
純
代
替
効
果
（
静
学
モ
デ
ル
で
の
通
常
の
純
代
替
効
果
）
及

び
異
時
点
間
純
代
替
効
果
、
宮
効
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
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れ
ら
の
効
果
は
全
て
各
期
経
常
収
支
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
か
つ
て

の
交
易
条
件
を
考
慮
に
い
れ
た
犬
国
単
期
間
モ
デ
ル
は
、
内
生
的

な
交
易
条
件
の
変
化
を
同
時
点
間
純
代
替
効
果
と
所
得
効
果
に
限

っ
て
考
察
し
て
い
る
と
い
う
点
で
不
満
足
で
あ
る
。
他
方
小
国
異

時
的
モ
デ
ル
は
、
外
生
的
な
交
易
条
件
．
や
実
質
金
利
の
変
化
が
支

出
に
及
ぽ
す
影
響
の
み
を
分
析
し
、
相
対
価
椿
や
実
質
金
利
の
内

生
的
な
同
時
決
定
を
捨
象
し
て
い
る
と
い
う
点
で
や
は
り
不
満
足

で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
各
国
実
質
金
利
（
厳
密
に
は
各
国
特
化
財
建
実
質

金
利
）
が
金
利
裁
定
を
通
じ
て
互
い
に
制
約
を
与
え
て
い
る
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
制
約
は
異
時
的
な
相
対
価
格
変
化
と
と
も

、
に
一
つ
の
関
係
式
で
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
関
係
式
は
、
財
市

場
均
衡
式
と
連
立
し
て
世
界
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
各
期
相
対
価
格
、

各
国
特
化
財
建
実
質
金
利
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
前
の

一
般
的
な
マ
ネ
タ
リ
ー
モ
デ
ル
に
お
け
る
金
利
裁
定
式
は
相
対
価

楮
の
異
時
的
な
変
化
を
無
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ひ
と
た
ぴ
相

対
価
格
が
異
時
的
に
変
化
し
得
る
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
な

ら
ぱ
、
単
純
な
金
利
平
価
式
は
修
正
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の

修
正
さ
れ
た
金
利
平
価
式
は
、
2
国
2
財
2
期
間
モ
デ
ル
に
お
け

る
各
国
特
化
財
蓮
実
質
金
利
関
係
式
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う

（
付
論
参
照
）
。
さ
ら
に
次
に
示
す
効
用
関
数
に
関
す
る
本
稿
の
特

定
化
の
も
と
で
は
、
こ
の
式
か
ら
各
国
消
費
者
実
質
金
利
と
異
時

的
な
相
対
価
格
構
造
と
の
明
確
な
関
係
も
導
出
さ
れ
る
。

　
外
生
的
な
撞
乱
に
よ
る
各
内
生
変
数
に
与
え
る
効
果
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効
用
関
数
を
仮
定
し
、
さ
ら

に
経
済
構
造
は
2
国
で
同
規
模
、
か
つ
対
称
的
で
あ
る
と
仮
定
す

る
。　
現
在
自
国
産
出
の
増
大
（
お
よ
ぴ
現
在
の
自
国
財
に
対
す
る
財

政
支
出
の
削
減
）
は
現
在
外
国
財
相
対
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
自
国

特
化
財
建
実
質
金
利
、
自
国
消
費
者
実
質
金
利
を
下
落
さ
せ
る
。

外
国
特
化
財
建
実
質
金
利
は
不
変
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
は
下

落
す
る
。
自
国
と
外
国
の
効
用
水
準
は
上
昇
す
る
。
経
常
収
支
は

不
変
で
あ
る
。

　
将
来
自
国
産
出
の
増
大
（
お
よ
ぴ
将
来
の
自
国
財
に
対
す
る
財

政
支
出
の
削
減
）
は
将
来
外
国
財
相
対
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
自
国

特
化
財
建
実
質
金
利
、
自
国
消
費
者
実
質
金
利
を
上
昇
さ
せ
る
。

外
国
特
化
財
建
実
質
金
利
は
不
変
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
は
上

昇
す
る
。
自
国
と
外
国
の
効
用
水
準
は
上
昇
す
る
。
経
常
収
支
は

不
変
で
あ
る
。

　
自
国
財
に
対
す
る
財
政
支
出
の
増
大
と
外
国
財
に
対
す
る
そ
れ
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と
は
大
き
く
異
な
る
。
外
国
財
に
対
す
る
財
政
支
出
の
増
大
は
、

両
期
の
外
国
財
相
対
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
。
自
国
特
化
財
建
実
質

金
利
は
不
変
、
自
国
消
費
者
実
質
金
利
は
上
昇
す
る
。
外
国
特
化

財
建
実
質
金
利
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
は
上
昇
す
る
。
自
国
の

効
用
水
準
は
下
落
、
外
国
の
効
用
水
準
は
上
昇
す
る
。
自
国
経
常

収
支
は
悪
化
す
る
。

　
次
節
以
降
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
節
は
効
用
関
数

を
特
定
化
し
た
2
国
2
財
2
期
間
モ
デ
ル
を
示
す
。
第
三
節
で
外

生
的
な
援
乱
が
内
生
変
数
に
及
ぼ
す
影
響
が
示
さ
れ
る
。
第
四
節

で
は
い
く
つ
か
の
留
意
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。

＝
　
モ
デ
ル

　
同
規
模
で
対
称
的
な
選
好
、
産
出
バ
タ
ー
ン
を
持
つ
2
国
を
考

え
る
。
財
は
二
種
類
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ん
財
、
∫
財
と
呼
ぷ
。

自
国
は
ゐ
財
に
特
化
、
外
国
（
＊
で
示
す
）
は
∫
財
に
特
化
し
て

い
る
と
仮
定
す
る
。
財
の
士
期
（
叶
H
－
し
）
産
出
量
は
各
国
で

§
、
一
ミ
、
｝
で
あ
り
、
外
生
・
か
つ
各
期
で
等
し
い
と
仮
定
す
る
。
両

国
は
同
規
模
、
・
か
つ
対
称
的
で
る
た
め
、
ん
財
、
∫
財
の
生
産
量

は
等
し
い
。
各
国
f
期
各
財
名
目
価
楕
は
そ
れ
ぞ
れ
“
、
一
臭

♪
、
，
一
｛
一
で
あ
る
。
各
国
政
府
は
名
目
金
利
を
卸
お
、
に
固
定

す
る
。
よ
っ
て
名
目
割
引
因
子
b
…
く
（
－
十
お
）
・
旨
1
－
く
（
H
＋

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

亀
“
）
は
外
生
で
あ
る
。

　
次
に
需
要
面
を
示
す
。
各
国
は
両
財
を
消
費
す
る
。
代
表
的
な

消
費
者
の
効
用
関
数
は
次
式
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。

　
　
§
…
q
（
s
、
一
ぐ
、
一
s
冊
一
ξ
旧
）

　
　
“
（
§
、
）
畠
・
（
ξ
、
）
、
1
、
・
［
（
§
帖
）
。
・
（
ξ
咀
）
、
1
、
］
、

　
　
ε
。
H
q
。
（
s
、
、
も
、
、
、
一
§
。
、
一
ξ
。
岨
）

　
　
　
1
1
（
§
、
一
）
、
1
畠
・
（
ξ
、
、
）
、
・
［
（
S
、
、
）
。
，
、
・
（
ξ
讐
岨
）
畠
］
、

　
　
o
〈
、
〈
ど
o
〈
s
〈
H

こ
こ
で
、
ρ
は
将
来
効
用
の
割
引
因
子
、
α
は
各
国
特
化
財
が
効

用
関
数
に
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
。
α
が
両
国
に
共
通
に
現
れ

る
の
は
、
経
済
構
造
の
対
称
性
の
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
効
用
関
数
に
基
づ
き
各
国
に
お
い
て
次
式
の
両
期
最
小
支

出
関
数
を
考
え
る
。

　
　
　
由
［
♪
“
単
一
b
・
争
旧
一
b
・
ミ
る
］

　
　
1
1
目
旦
（
芝
さ
旨
。
十
卑
乏
）
一

　
　
　
　
　
　
－
　
　
－
　
　
岨
　
　
N

　
　
　
○
く
①
H
s
一
ぐ
－
o
旨
－
ξ

　
　
印
芹
・
q
（
§
、
一
ξ
、
一
s
胆
一
ξ
、
）
w
亀

　
　
　
b
讐
［
“
、
“
“
、
“
b
、
・
争
讐
“
b
、
・
“
。
旧
も
、
］

　
　
1
－
目
三
（
争
、
、
ξ
帯
、
十
“
、
胆
ミ
、
冊
）
十
b
、
・
（
♪
、
一
ξ
、
一
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十
、
㍉
咀
・
ξ
、
旧
）
－

　
　
　
　
　
　
｛
－
　
　
　
｛
－
　
　
　
＾
㎜
　
　
　
＃
咄

　
　
　
○
く
①
H
0
ざ
　
－
籟
、
　
－
o
“
　
－
o
，

　
　
2
叶
q
、
（
s
。
、
一
ξ
、
、
一
s
讐
岨
一
ξ
、
冊
）
w
亀
、

す
る
と
、
両
国
異
時
的
予
算
制
約
式
は
次
の
形
に
な
る
。

　
　
肉
［
♪
、
一
阜
一
b
・
♪
”
一
b
・
“
咀
一
畠

　
　
　
1
－
ぎ
、
§
一
十
b
・
タ
旧
・
§
岨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
肉
、
［
タ
、
、
一
与
廿
、
一
b
、
・
タ
、
咀
一
b
廿
・
“
．
旧
る
。
］

　
　
　
1
－
“
、
、
・
§
、
、
十
b
、
・
、
、
、
冊
・
ミ
廿
咄
　
　
　
　
　
　
　
（
H
一
〕
）

（
ぎ
）
と
（
ビ
〕
）
の
左
辺
は
各
国
の
金
期
名
目
ア
ブ
ソ
ー
プ
シ
冒

ン
の
現
在
価
値
を
示
し
、
右
辺
は
全
期
の
生
産
額
の
現
在
価
値

（
名
目
富
）
を
示
す
。

　
次
に
、
第
－
期
各
国
特
化
財
建
予
算
制
約
式
を
導
出
す
る
。
最

小
支
出
関
数
が
価
格
に
関
し
て
一
次
同
次
で
か
る
こ
と
を
用
い
、

（
－
）
を
そ
れ
ぞ
れ
第
－
期
の
各
国
特
化
財
価
格
で
割
る
と
次
式
が

導
出
さ
れ
る
。

　
　
s
［
ガ
ミ
、
一
ト
㌧
・
ミ
帖
も
］
…
§
、
十
」
・
§
岨
　
　
　
　
　
（
ぎ
）

　
　
肉
、
［
（
－
膏
、
、
）
し
一
」
、
・
（
－
寧
蛆
）
一
」
、
一
禽
、
］

　
　
　
1
ー
ミ
、
、
十
」
、
・
ミ
、
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
）

肉
［
．
］
一
亀
、
［
．
］
は
各
国
特
化
財
建
の
最
小
支
出
関
数
、
お
㌦
は
‘

期
の
ゐ
財
建
の
∫
財
相
対
価
格
で
あ
る
。
ト
」
、
は
各
国
特
化
財

。
建
実
質
金
利
十
1
の
逆
数
、
す
な
わ
ち
特
化
財
建
実
質
割
引
因
子

で
あ
る
。
な
お
、
貿
易
財
一
物
一
価
の
法
則
か
ら
導
出
さ
れ
る
次

の
関
係
を
用
い
た
。

　
　
起
＼
♪
－
“
φ
、
ぐ
♪
、
、
”
ミ
、

　
2
国
モ
デ
ル
で
は
、
相
対
価
格
、
実
質
金
利
は
世
界
財
市
場
を

均
衡
さ
せ
る
よ
、
つ
に
内
生
的
に
決
定
さ
れ
る
。
各
期
に
そ
れ
ぞ
れ

2
種
の
財
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
久
4
つ
の
財
市
場
均
衡
条
件
式

が
存
在
す
る
。
ワ
ル
ラ
ス
法
則
に
基
づ
き
、
第
2
期
の
∫
財
市
場

を
除
外
す
る
。
よ
っ
て
、
問
題
に
す
べ
き
財
市
場
均
衡
方
程
式
は

次
の
3
式
で
あ
る
。

　
　
隼
十
貝
、
1
－
§
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寮
）

　
　
阜
十
享
讐
…
ミ
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
一
〕
）

　
　
鼻
十
鼻
。
u
§
舳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぎ
）

こ
こ
で
は
最
小
支
出
関
数
の
価
格
に
関
す
る
偏
徴
分
が
補
償
需
要

関
数
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
次
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

　
　
§
、
1
1
員
1
1
①
肉
［
♪
、
一
“
、
一
b
・
♪
出
一
b
・
キ
も
］
δ
タ
、

　
　
S
三
1
1
肉
－
．

　
　
　
“
①
b
廿
［
タ
廿
、
一
“
。
、
一
b
。
・
♪
、
肥
一
b
、
・
“
、
冊
も
、
］
δ
、
、
、

　
　
ぐ
。
1
－
阜
H
①
向
［
♪
、
一
“
、
一
b
・
♪
的
一
b
・
“
冊
る
］
δ
“
、

　
　
o
、
讐
一
1
－
連
、
　
　
　
　
　
　
’
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1
1
①
b
。
［
争
、
、
一
“
、
、
一
b
、
・
♪
、
冊
一
b
讐
・
与
、
”
も
、
］
、
①
与
。
一

　
　
§
田
1
1
鼻
1
1
①
b
□
タ
、
一
“
、
一
b
・
♪
胆
一
b
・
“
旧
も
］
も
（
b
・
争
咄
）

　
　
δ
、
冊
1
l
b
蜆
．

　
　
　
　
H
竃
キ
［
、
、
冒
、
き
、
、
も
帯
鼻
、
”
も
、
5
、
咄
も
、
］
一

　
　
　
　
①
（
b
、
・
“
讐
冊
）

　
次
に
、
こ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
金
利
平
価
の
成
立
の
含
意
を
考

え
る
。
完
全
予
見
を
仮
定
し
て
い
る
の
で
、
冒
8
く
雪
＆
な
金
利

乎
価
が
厳
密
に
成
立
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
第
－
期

直
物
為
替
相
場
と
第
2
期
直
物
為
替
相
場
の
間
に
は
次
式
の
関
係

が
成
立
す
る
。

　
　
僧
咄
、
㌔
…
b
、
、
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
）

こ
こ
で
、
〆
は
自
国
通
貨
建
t
期
直
物
為
替
相
場
で
あ
る
。
貿
易

財
一
物
一
価
の
法
則
か
ら
、
各
期
為
替
相
場
に
つ
い
て
は
次
式
が

成
立
す
る
。

　
　
司
、
1
－
（
、
苛
、
、
与
、
、
）
・
ミ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
）

　
　
司
岨
H
（
単
、
㌔
与
、
、
）
・
（
ミ
」
、
）
・
（
b
、
盲
）
・
ミ
冊
　
　
　
　
（
山
一
〕
）

よ
っ
て
、
（
阜
）
一
（
ざ
）
一
（
害
）
よ
り
次
式
が
導
出
さ
れ
る
。

　
　
ト
一
ド
ー
l
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
①
）

　
　
」
、

こ
の
式
は
、
導
入
で
触
れ
た
よ
う
に
、
相
対
価
椿
の
内
生
的
な
変

化
を
考
慮
に
い
れ
た
2
財
モ
デ
ル
に
お
け
る
各
国
特
化
財
建
実
質
　
幽

金
利
関
係
式
で
あ
り
、
一
財
モ
デ
ル
で
の
周
知
の
実
質
金
利
内
外

均
等
式
に
対
応
す
る
式
で
あ
る
。

　
産
出
量
と
支
出
が
す
で
に
示
さ
れ
た
の
で
、
経
常
収
支
を
定
義

す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
ん
財
建
現
在
自
国
経
常
収
支
黒
字

え
は
次
式
で
示
さ
れ
る
。

　
　
♀
一
…
§
一
1
（
§
、
十
ミ
一
・
ぐ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

各
国
予
算
制
約
式
と
財
市
場
均
衡
式
よ
り
、
次
式
が
成
立
す
る
。

　
　
｝
㌔
十
」
・
ぎ
旧
1
l
〇
一
ぐ
、
、
十
」
、
・
ギ
、
舳
1
1
〇
一

　
　
　
　
　
　
ぎ
－
十
ギ
、
く
ミ
。
1
1
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
。
）

こ
こ
で
、
享
冊
は
自
国
財
建
第
2
期
自
国
経
常
収
支
黒
字
、
ぐ
讐
、

と
ぐ
。
帖
は
外
国
財
建
第
－
期
、
第
2
期
の
外
国
経
常
収
支
黒
字

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
定
常
均
衡
を
示
す
。
自
国
と
外
国
は
全
く
対
称
的
な

構
造
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
各
期
の
各
財
の
生
産
が
等
し
い
こ
と
を
．

考
慮
す
れ
ば
、
均
衡
に
お
い
て
次
式
が
成
立
す
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
　
　
－
1
　
廿
－
　
　
　
岨
　
　
　
凸
”
　
　
－
　
　
　
＾
－
1
　
　
曲
　
　
　
讐
舳

　
　
○
冒
I
o
、
”
o
■
阯
o
、
　
－
ξ
“
o
ヨ
　
ー
o
、
”
o
青

　
　
ミ
、
1
－
ミ
咄
…
ポ
」
…
』
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

　
　
罫
、
1
1
罫
咄
1
－
〇
一
亨
、
、
1
1
｝
、
、
冊
1
l
o



■

（143）　消費者実質金利の国際的な乖離と異時的な交易条件変化

　
さ
ら
に
、
均
衡
点
で
は
、
H
」
1
－
」
、

も
容
易
に
示
さ
れ
る
。

三
　
外
生
的
撹
乱
の
効
果

が
成
立
し
て
い
る
こ
と

　
こ
の
節
で
は
、
第
一
節
で
結
論
の
み
予
告
さ
れ
た
外
生
的
撹
乱

の
効
果
を
調
べ
る
。
分
析
対
象
の
外
生
変
数
は
、
現
在
自
国
産
出

の
増
大
暑
㌔
、
将
来
自
国
産
出
の
増
大
暑
㌔
、
外
国
財
に
対
す

る
現
在
自
国
財
建
財
政
支
出
の
増
大
寺
で
あ
る
。
現
在
自
国
産

出
の
増
大
、
将
来
自
国
産
出
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

国
財
に
対
す
る
現
在
財
政
支
出
削
滅
、
将
来
財
政
支
出
削
減
と
同

じ
で
あ
る
。
内
生
変
数
は
各
国
特
化
財
建
実
質
金
利
、
各
期
相
対

価
権
（
交
易
条
件
）
、
各
国
効
用
水
準
、
経
常
収
支
で
あ
る
。
各

国
消
費
者
実
質
金
利
は
各
国
特
化
財
笑
質
金
利
と
各
期
相
対
価
格

が
導
か
れ
た
後
に
計
算
さ
れ
る
。

　
こ
の
モ
デ
ル
の
実
物
的
側
面
は
（
ざ
）
一
（
豊
）
一
（
ぎ
）
一
（
寄
）
そ

し
て
（
ぎ
）
の
5
つ
の
方
程
式
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
（
α
）
と
と

も
に
、
6
本
の
方
程
式
に
6
つ
の
内
生
変
数
が
存
在
す
る
。
両
国

対
称
性
の
仮
定
と
効
用
関
数
の
特
定
化
を
用
い
、
ま
た
（
N
）
を

均
衡
点
で
全
微
分
し
て
き
と
き
、
を
消
去
す
る
と
次
の
体
系

が
導
か
れ
る
。

ミー
ぐ

　
－ぐ1

、

（
－
十
、
）
（
－
1
阜
）

　
－
　
　
－

一
．
。
、
　
　
1
s

　
　
　
　
－
　
　
一

。
、
　
引
．
。
、

　
　
　
　
s

、
（
－
十
、
）
（
－
1
s
）
．
。
、
－

－
十
、
l
s －
－

十

－
十
、

－
ぽ

　
－
十
、
－
μ

　
H
＋
、

　
oトー十

、
1
ぼ

　
－
十
、

トー十
、

　
o

（
H
＋
、
）
（
T
s
）
。
、

　
－
H

　
　
　
　
　
一

、
（
H
＋
、
）
。
、

　
　
－

L
壮
）
ぺ

一
十
｝

・
』
『

（
旨
）

こ
こ
で
、
係
数
行
列
の
行
列
式
は
、
－
（
ξ
、
）
o
㌔
□
（
一
十
、
）
（
－
－
s
）
旧
］

〈
o
で
あ
る
。
τ
を
導
入
す
る
た
め
に
、
（
ぎ
）
と
（
ぎ
）
は
次

の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
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昌
ポ
ミ
“
ト
ト
ミ
“
菖
1
－
§
一
十
ト
§
閑
1
『
　
　
　
（
ぎ
、
）

　
　
享
十
阜
、
十
埴
㌔
・
『
“
ミ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
、
）

た
だ
し
、
τ
の
初
期
値
は
0
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
初
期
に
は
財
政
支
出
、
課
税
と
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

（
旨
）
を
解
く
こ
と
に
よ
り
、
各
外
生
変
数
が
各
期
相
対
価
格
、

各
国
特
化
財
建
実
質
金
利
に
与
え
る
効
果
が
導
出
さ
れ
る
。

「
竺
朽
ゼ
下
「
γ
）
マ

（
二
）

　
こ
こ
で
、
自
国
、
外
国
の
消
費
者
実
質
金
利
を
導
出
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
厳
密
な
物
価
指
数
関
数
が
必
要
で
あ
る
。
ω
く
竃
鶉
冒

竃
o
射
竃
ぎ
（
量
o
。
ω
）
に
基
づ
き
、
各
国
の
各
期
物
価
指
数
関
数

弓
（
“
“
ミ
、
）
一
員
、
べ
さ
、
“
更
）
を
次
式
で
定
義
す
る
。

　
　
賞
（
♪
“
辻
）
…
邑
三
♪
一
・
（
之
十
更
・
足
）
｝
　
　
（
－
ざ
）

　
　
　
　
　
，
＾
　
1
＾

　
　
　
○
く
胃
s
一
ぐ

　
　
岬
け
（
之
）
目
・
（
史
）
．
．
畠
W
一

　
　
ミ
、
べ
“
、
“
ミ
、
）
川
昌
三
“
、
一
・
（
♀
。
一
ミ
十
s
一
（
－
ε

　
　
　
　
　
－
　
“
＾
　
1
帯
＾

　
　
　
○
く
雪
s
　
一
ξ

　
　
望
汁
（
“
、
。
）
目
・
（
♀
、
一
）
一
－
畠
w
－

（
曽
）
は
、
1
単
位
の
部
分
効
用
を
得
る
た
め
の
最
小
支
出
額
と

し
て
物
価
指
数
を
定
義
し
て
い
る
。
バ
ー
の
付
い
た
消
費
量
は
物

価
指
数
に
お
け
る
そ
の
財
の
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
る
。

　
（
嵩
）
を
計
算
す
る
と
、
各
国
‘
期
物
価
指
数
は
最
終
的
に
次

式
で
示
さ
れ
る
。

　
　
弓
1
－
（
“
。
、
s
）
・
［
ミ
、
・
（
ミ
（
－
－
s
）
）
］
一
．
畠
　
　
　
（
－
ぎ
）

　
　
ミ
廿
、
1
－
（
“
。
，
S
・
［
（
H
寧
。
］
・
（
之
（
一
l
s
）
）
］
一
，
。
　
（
H
ぎ
）

　
自
国
と
外
国
の
消
費
者
実
質
金
利
を
そ
れ
ぞ
れ
r
、
、
γ
と
す
る
。

（
ご
）
よ
り
、
各
国
消
費
者
実
質
割
引
因
子
～
n
H
㌔
（
H
＋
『
）
一
㌣
1
1

（
（
－
十
、
）
は
次
式
で
求
め
ら
れ
る
。

　
　
～
…
b
・
（
ミ
ぐ
自
一
）

　
　
｝
讐
…
b
．
・
（
自
。
ぐ
自
。
一
）

こ
の
式
を
（
ω
）
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、
最
終
的
に
次
式
と

な
る
。

　
　
～
1
1
」
・
（
ミ
ぐ
ミ
一
）
一
－
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ぎ
）

　
　
～
、
H
」
、
・
寧
一
寧
旧
）
一
1
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
ま
）
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（145）　消費者実質金利の国際的な乖離と異時的な交易条件変化

（
宝
）
は
、
消
費
者
実
質
割
引
因
子
が
各
国
特
化
財
建
実
質
割
引

因
子
に
輸
入
財
相
対
価
椿
の
変
化
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
導
出
さ
れ
た
消
費
者
実
質
割
引
因
子
の
意
味
は
、

導
出
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
将
来
効
用
－
単
位
に
か
か
る

支
出
の
現
在
割
引
額
と
現
在
効
用
－
単
位
に
か
か
る
支
出
額
の
比

で
あ
る
。
消
費
者
の
消
費
決
定
（
ま
た
は
貯
蓄
決
定
）
は
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

う
な
消
費
者
実
質
割
引
因
子
に
決
定
的
に
依
存
す
る
。
例
え
ぱ
消

費
者
実
質
割
引
因
子
を
一
定
に
保
つ
よ
う
な
各
期
相
対
価
椿
変
化

の
組
合
せ
を
考
え
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
相
対
価
格

の
変
化
は
各
期
の
実
質
支
出
と
実
質
官
の
比
に
は
無
影
響
で
あ
る
。

　
（
よ
）
を
全
微
分
し
て
（
旨
）
を
用
い
て
整
理
す
る
。

　
　
§
“
ミ
十
、
・
（
－
1
8
）
・
（
ざ
岨
－
膏
、
）

　
　
　
H
、
・
（
－
－
s
）
㌔
o
㌔
・
［
s
・
（
昼
㌔
1
暑
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
　
　
　
十
｛
（
（
、
問
十
－
）
（
ε
－
－
）
－
、
）
、
（
H
＋
、
）
－
寺
］
　
（
一
蟹
）

　
　
§
廿
1
1
軋
」
．
十
、
・
（
H
l
s
）
・
（
ぎ
一
－
鵯
ミ
旧
）

　
　
　
”
、
・
（
H
l
8
）
ミ
一
・
［
（
－
1
s
）
（
暑
書
－
包
§
旧
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
十
白
（
（
－
－
富
）
、
旧
－
s
）
、
（
一
十
、
）
－
亭
］
　
　
　
（
一
3
）

こ
こ
で
、
o
〈
、
〈
H
L
㌃
〈
s
〈
］
で
あ
れ
ぱ
、
（
H
l
s
）
、
－
s
〈
o

で
あ
る
。
ま
た
、
亭
V
o
が
各
国
消
費
者
実
質
金
利
に
及
ぼ
す
相

対
価
的
な
大
小
関
係
は
不
確
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
（
掌
）
を
用
い
て
（
①
）
を
変
形
す
る
と
、

金
利
と
相
対
価
格
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。

羊
－

消
費
者
実
質

（
旨
）

　
次
に
、
自
国
と
外
国
の
効
用
水
準
の
変
化
を
考
え
る
。
世
界
財

市
場
に
よ
っ
て
相
対
価
格
と
実
質
金
利
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
値
を
用
い
て
各
国
の
効
用
水
準
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
（
ざ
）
と
（
ぎ
）
を
金
徴
分
し
て
整
理
す
る
。

　
　
き
1
1
［
魯
串
、
十
ト
曇
㌦
十
（
§
冊
－
S
旧
－
ξ
帖
）
包
」
1
ξ
、
・
膏
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
〕

　
　
　
　
－
ぐ
胆
・
」
・
章
旧
］
盲
筥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
ざ
）

　
　
ぎ
．
1
1
［
創
§
、
十
」
。
・
副
ミ
帖
十
（
博
㌔
I
S
、
旧
－
“
。
岨
と
」
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）

　
　
　
　
l
s
、
一
・
膏
「
s
、
岨
・
」
讐
・
膏
冊
］
盲
畠
．
　
　
　
（
H
ぎ
）

（
旨
）
は
、
各
国
効
用
水
準
が
、
各
外
生
変
数
の
変
化
、
そ
し
て

内
生
変
数
で
あ
る
各
国
特
化
財
建
実
質
金
利
と
相
対
価
格
の
変
化

と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
（
く
）
に
（
旨
）
で
示
さ
れ
た
各
国
特
化
財
建
実
質
金
利
、
相

対
価
椿
の
変
化
を
代
入
す
る
と
、
各
外
生
変
数
が
各
国
効
用
水
準

に
及
ぼ
す
影
響
が
分
か
る
。
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（
十
）
　
　
　
（
十
）
　
　
　
　
　
（
十
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
－
）

　
　
き
・
き
H
s
・
魯
冒
、
十
、
；
＆
§
由
十
［
1
す
（
1
、
凹
十
吉
十
－
）

　
　
　
　
　
　
十
、
十
、
十
H
＝
（
H
＋
、
）
］
・
寺

　
　
（
十
）
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）

　
　
寧
。
・
§
。
1
1
（
一
l
s
）
暑
旨
、
十
、
・
（
一
l
s
）
＆
§
咄
十
［
す
（
1
、
岨

　
　
　
　
　
　
（
十
〕

　
　
　
　
　
十
ぜ
十
－
）
十
き
、
（
一
十
、
）
］
・
寺

こ
の
式
か
ら
、
次
の
2
点
が
分
か
る
。
第
－
点
は
、
自
国
財
産
出

の
増
大
が
生
じ
た
と
き
の
両
国
の
効
用
水
準
へ
の
影
響
が
、
効
用

関
数
に
占
め
る
自
国
財
の
ウ
ェ
イ
ト
α
に
依
存
す
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
自
国
生
産
物
の
消
費
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
い

と
き
、
自
国
産
出
増
大
は
自
国
よ
り
も
外
国
を
豊
か
に
す
る
。
第

2
点
は
、
外
国
財
に
対
す
る
財
政
支
出
τ
が
、
外
国
財
の
相
対
価

格
の
上
昇
を
通
じ
て
外
国
の
効
用
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
自
国
で
は
政
府
が
購
入
し
た
外
国
財
が
た
と
え
消

費
者
に
配
分
さ
れ
た
と
し
て
も
自
国
効
用
水
準
は
下
落
す
る
。
な

ぜ
な
ら
政
府
が
介
入
し
て
い
な
い
状
況
で
最
適
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
最
後
に
自
国
経
常
収
支
へ
の
影
響
を
調
べ
る
。
自
国
経
常
収
支

定
義
式
（
N
）
を
全
微
分
し
、
今
ま
で
の
全
て
の
結
果
を
代
入
す

る
こ
と
に
よ
り
次
式
が
導
か
れ
る
。

　
　
き
㌔
1
1
魯
冒
、
1
（
単
岨
・
ざ
一
十
単
蜆
＆
」
十
員
も
」

　
　
　
　
十
単
｛
・
」
・
ざ
ギ
b
盲
・
き
）
1
（
享
咀
・
魯
“
十
享
蜆
＆
」

　
　
　
　
　
十
事
も
』
十
目
旨
・
」
・
昏
、
蜆
十
単
畠
・
き
）
－
、
＆
ミ
、

　
　
　
　
1
1
o
・
暑
討
、
十
〇
・
暑
㌦
1
、
（
－
十
、
）
寺

こ
こ
で
の
特
定
化
の
も
と
で
は
、
現
在
自
国
産
出
の
増
大
（
そ
し

て
自
国
財
に
対
す
る
財
政
支
出
増
犬
）
や
将
来
自
国
産
出
の
増
大

は
経
常
収
支
に
無
影
響
で
あ
る
。
対
照
的
に
外
国
財
に
対
す
る
財

政
支
出
の
増
大
は
経
常
収
支
赤
字
を
も
た
ら
す
。

　
こ
の
結
果
の
含
意
を
考
察
し
よ
う
。
以
下
で
の
説
明
は
、
小
国

モ
デ
ル
か
ら
の
結
論
を
対
比
し
な
が
ら
行
う
。

現
在
自
国
産
出
の
増
犬

　
ミ
ク
ロ
的
基
礎
を
持
つ
が
、
小
国
仮
定
を
用
い
た
過
去
の
い
く

　
　
　
　
＾
8
〕

つ
か
の
文
献
の
主
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
自

国
産
出
の
増
犬
は
相
対
価
椿
、
実
質
金
利
に
影
響
す
る
こ
と
な
く

正
の
富
効
果
に
ょ
り
消
費
を
増
大
さ
せ
る
が
、
1
よ
り
小
さ
い
隈

界
支
出
性
向
（
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
の
短
期
消
費
関
数
に
対
応
）
の
た

め
に
、
経
常
収
支
黒
字
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
2
国
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
次
の
効
果
が
生
じ
る
。
自

国
財
の
現
在
の
超
過
供
給
は
現
在
自
国
財
の
相
対
価
楕
を
下
落
さ

せ
、
自
国
特
化
財
建
実
質
金
利
と
消
費
者
実
質
金
利
を
下
落
さ
せ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
異
時
的
均
衡
達
成
の
た
め
将
来
財
の
相
対
価
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格
δ
を
高
め
る
。
こ
の
と
き
、
金
利
平
価
か
ら
の
制
約
（
①
）
ま

た
は
（
旨
）
が
存
在
す
る
た
め
、
外
国
特
化
財
建
実
質
金
利
二
、

1
一
は
下
落
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
す
な
わ
ち
、
が
上
昇
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
）
。
こ
こ
で
、
第
－
期
自
国
特
化
財
の
価
楕

は
下
落
し
て
い
る
の
で
外
国
消
費
者
に
と
っ
て
の
実
質
金
利
は
下

落
し
て
い
る
。
し
か
し
（
ご
）
の
係
数
の
比
較
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
自
国
消
費
者
実
質
金
利
の
下
落
率
よ
り
は
小
さ
い
。
こ
の
よ

う
に
遣
加
的
な
自
国
の
宮
効
果
（
負
）
と
両
国
の
代
替
効
果
（
消

費
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
現
在
に
傾
け
る
）
が
生
じ
る
。
今
回
の
モ
デ

ル
の
特
定
化
の
も
と
で
は
経
常
収
支
は
不
変
で
あ
っ
た
が
、
代
替

効
果
に
よ
る
現
在
消
費
増
の
大
き
さ
は
効
用
関
数
に
依
存
す
る
の

で
、
一
般
的
ケ
ー
ス
で
は
、
経
常
収
支
は
不
確
定
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
各
国
効
用
水
準
は
、
α
に
依
存
し
つ
つ
と
も
に
上
昇
す
る
。

－
盲
く
s
〈
－
で
あ
れ
ぱ
自
国
の
効
用
水
準
の
上
昇
が
よ
り
大
き
く

な
る
。

将
来
自
国
産
出
の
増
大

　
小
国
モ
デ
ル
で
は
、
将
来
自
国
産
出
の
増
大
は
相
対
価
椿
、
実

質
金
利
に
影
響
す
る
こ
と
な
く
正
の
宮
効
果
に
よ
り
現
在
消
費
を

増
大
さ
せ
る
。
し
か
し
現
在
自
国
産
出
は
不
変
な
の
で
、
経
常
収

支
は
赤
字
と
な
る
。

　
2
国
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
さ
ら
に
次
の
効
果
が
生
じ
る
。
自
国

財
の
将
来
の
超
過
供
給
は
将
来
自
国
財
の
相
対
価
楕
を
下
落
さ
せ
、

金
利
平
価
か
ら
の
制
約
を
満
足
す
る
よ
う
に
自
国
特
化
財
建
実
質

金
利
、
自
国
消
費
者
実
質
金
利
を
上
昇
さ
せ
る
（
現
在
財
の
相
対

価
格
を
高
め
る
）
。
外
国
特
化
財
建
実
質
金
利
は
不
変
で
あ
る
が
、

外
国
消
費
者
実
質
金
利
は
自
国
消
費
者
実
質
金
利
に
比
較
し
て
よ

り
小
さ
く
上
昇
す
る
。
よ
っ
て
遣
加
的
な
負
の
自
国
の
宮
効
果
と

両
国
の
代
替
効
果
（
消
費
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
将
来
に
傾
け
る
）
が

生
じ
る
。
こ
の
効
果
は
経
常
収
支
赤
字
を
低
下
さ
せ
る
方
向
に
働

く
。
経
常
収
支
は
モ
デ
ル
の
特
定
化
の
も
と
で
は
不
変
で
あ
っ
た

が
、
一
般
に
不
確
定
と
な
る
。
前
と
同
様
に
両
国
の
効
用
水
準
は

α
に
依
存
し
つ
つ
と
も
に
上
昇
す
る
。

自
国
財
に
対
す
る
現
在
の
財
政
支
出
（
政
府
に
よ
る
現
在
自
国
財

購
入
）

　
こ
の
ケ
ー
ス
は
最
初
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
で
あ
る
。
現
在
の
財
政

支
出
は
将
来
の
課
税
（
完
全
予
見
下
の
異
時
的
な
予
算
制
約
に
と

っ
て
は
、
将
来
課
税
と
現
在
課
税
は
無
差
別
）
で
賄
わ
れ
る
と
す

る
。
課
税
が
行
わ
れ
る
の
で
、
．
負
の
窟
効
果
が
生
じ
る
こ
と
は
明
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白
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
第
－
期
消
費
の
低
下
は
財
政
拡
大
を

打
ち
消
す
に
は
至
ら
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
経
路
か
ら
は
経
常
収
支

は
悪
化
す
る
。
さ
ら
に
自
国
財
の
現
在
の
超
過
需
要
の
発
生
は
現

在
自
国
財
の
相
対
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
自
国
特
化
財
建
実
質
金
利
、

自
国
消
費
者
実
質
金
利
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
を
上
昇
さ
せ
る

（
将
来
財
の
相
対
価
椿
が
低
下
す
る
）
。
よ
っ
て
追
加
的
な
窟
効
果

（
正
）
と
代
替
効
果
（
消
費
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
将
来
に
傾
け
る
）

が
生
じ
、
経
常
収
支
は
一
般
に
不
確
定
と
な
る
。

外
国
財
に
対
す
る
現
在
の
財
政
支
出

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
結
果
は
自
国
経
常
収
支
の
赤
字
で
あ
る
。
将
来

の
課
税
は
負
の
宮
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
よ
る

第
－
期
消
費
の
低
下
は
財
政
拡
大
に
よ
る
ア
プ
ソ
ー
プ
シ
目
ン
増

を
打
ち
消
さ
な
い
。
よ
っ
て
小
国
仮
定
の
も
と
で
経
常
収
支
は
赤

字
と
な
る
。
さ
ら
に
2
国
モ
デ
ル
で
は
外
国
財
に
対
す
る
超
過
需

要
発
生
の
た
め
現
在
外
国
財
相
対
価
格
が
上
昇
、
さ
ら
に
外
国
特

化
財
建
実
質
金
利
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
が
上
昇
す
る
。
つ
ま

り
、
外
国
で
の
将
来
財
相
対
価
格
が
低
下
す
る
。
一
方
自
国
特
化

財
建
実
質
金
利
は
金
利
平
価
制
約
の
た
め
下
落
で
き
な
い
。
自
国

消
費
者
実
質
金
利
も
上
昇
す
る
が
、
外
国
消
費
者
実
質
金
利
の
上

昇
率
よ
り
は
小
さ
い
。
よ
っ
て
自
国
と
外
国
に
お
い
て
現
在
消
費

が
下
落
す
る
（
消
費
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
将
来
に
傾
け
る
）
こ
と
に

よ
り
財
市
場
均
衡
が
再
達
成
さ
れ
る
。
消
費
者
金
利
の
変
化
は
外

国
の
方
が
大
き
い
の
で
、
自
国
の
現
在
経
常
収
支
は
赤
字
と
な
る
。

こ
の
追
加
的
な
因
果
の
経
路
が
存
在
す
る
た
め
、
経
常
収
支
赤
字

は
小
国
モ
デ
ル
の
ケ
ー
ス
よ
り
も
犬
き
く
な
名
。

四
　
結
語

　
日
米
の
よ
う
な
経
済
大
国
の
中
期
的
経
常
収
支
の
厳
密
な
分
析

に
は
、
各
種
の
実
質
金
利
と
相
対
価
楕
を
内
生
変
数
と
し
て
考
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
最
近
の
異
時
的
小
国
最

適
化
モ
デ
ル
か
ら
生
ま
れ
た
常
識
（
例
え
ぱ
現
在
自
国
産
出
の
外

生
的
な
増
大
は
経
常
収
支
の
黒
字
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
通
常
の

結
論
）
を
大
国
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
実
質
金
利
、
そ
し
て
貿
易
財
間
相
対
価
楕
は
外
生
変

数
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
実
質
金
利
や
相
対
価
格
は
内

生
的
な
「
均
衡
価
格
」
で
あ
り
、
世
界
貿
易
財
市
場
の
均
衡
を
満

足
す
る
よ
う
に
同
時
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
完
全

予
見
異
時
点
間
実
物
モ
デ
ル
は
、
旨
8
く
雪
＆
な
金
利
平
価
式
が

完
全
に
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

1姻
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れ
た
。
そ
も
そ
も
、
2
国
多
数
財
多
期
間
モ
デ
ル
に
金
利
裁
定
式

を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
な
純
粋
交
換
一
般
均
衡
モ
デ

ル
と
同
一
に
な
る
こ
と
は
、
容
易
に
示
さ
れ
得
る
。

　
不
満
足
な
点
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
、
投

資
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
は
も
っ
と
も
重
大
で
あ
ろ
う
。

異
時
点
間
最
適
化
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
最
適
投
資
水
準

が
実
質
金
利
と
資
本
の
限
界
生
産
カ
が
等
し
く
な
る
点
で
決
定
さ

れ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
実
質
金
利
の
内
生
的
変
化
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
投
質
の
変
化
は
現
在
需
要
と
将
来
供
給
カ
を
変
化
さ

せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
一
般
に
実
質
金
利
の
変
化
は
消
費
よ

り
も
投
資
に
犬
き
く
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
様
々
な
追
加

的
な
7
イ
ー
“
バ
ツ
ク
効
果
が
生
じ
、
経
常
収
支
の
変
化
も
こ
の

モ
プ
ル
と
は
い
く
ら
か
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
生
産
関
数

を
明
示
的
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
－
期
の
賃
金
が
硬

直
的
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
失
業
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
分
析
可
能

で
あ
る
。

　
【
付
論
】
　
2
国
2
財
毛
デ
ル
に
お
い
て
各
期
で
相
対
個
格
が
変
化

す
る
と
き
に
実
質
金
利
（
単
純
化
の
た
め
各
国
財
建
と
す
る
）
が
乖

離
す
る
こ
と
の
数
値
例

、
日
本
名
目
金
利
1
0
％
、
ア
メ
リ
カ
名
目
金
利
2
0
％
、
初
期
為
替
相

場
榊
H
o
o
1
1
普
と
す
る
。

（
里
）
相
対
価
格
（
交
易
条
件
）

が
乖
離
し
な
い
例

が
両
期
で
等
し
い
た
め
、
実
質
金
利

築1期 第2期

為替相場 100円／＄ 90円／＄ 各国実質割引因子

日本P畠 100円 90円 △呂［1／（1＋R）］X（P書／P苫〕

（も）P1 200円 180円 筥（1／I．1）×（90／100）≒1／1．2

米国P“ 1ドル 1ドル △．＝［1／（1＋R．〕］×（P；包／P；一）

（f）P；‘ 2ドル 2ドル ＝（1／1．2）x（2／2〕；1／1．2

交易条件

P…

P…昌2 P…昌2 （〃P…〕X（△．／△）＝1

（
σ
）
相
対
価
格

（
交
易
条
件
）
が
両
期
で
異
な
る
た
め
、

　
　
　
　
　
9

実
質
金
利
　
　
1
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が
乖
離
す
る
例

第1期 第2期

為替相場 100円／S 90円／S 各国実質割引因子

日本P菩 100円 100円
△＝［1ノ（1＋R）1X（P㈹）

（h）Pl 200円 1畠0円
二（1／1．1〕x｛100／100）≒1／1－1

米国P“ 1ドル 1．1ドル
△〒＝［1パ1＋R．）］X（P；，／P；り

（i〕Pチ 2ドル 2ドル
＝（1／1．2〕×（2／2）＝1／1・2

交易条件

Pi P…＝2 p苧＝1－8 （P洲〕X（べ／△）≒1

（
1
）
　
黒
巨
眈
匡
自
彗
o
エ
o
ユ
艮
葭
（
S
o
．
o
）
を
参
照
の
、
一
と
。
彼
ら

　
は
・
実
質
金
利
の
国
際
間
の
乖
離
の
原
因
が
国
際
金
融
市
場
の
不
完

　
全
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

（
2
）
　
宰
竃
ぎ
一
（
－
湯
壮
）
は
O
o
冒
巨
蜆
9
（
S
ぎ
）
モ
デ
ル
を
骨
楕

に
し
た
写
彗
ぎ
一
（
5
N
o
。
）
モ
デ
ル
を
用
い
て
短
期
的
な
実
質
金
利

の
乖
離
の
発
生
を
示
し
た
。
彼
の
議
論
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

彼
は
、
言
8
く
雪
＆
の
金
利
裁
定
の
成
立
、
お
よ
ぴ
短
期
的
（
U
。
、
目
．

g
蜆
g
（
s
ぎ
）
の
調
整
過
程
上
に
経
済
が
あ
る
と
い
う
意
味
）
に

世
界
財
市
場
統
合
が
不
完
全
、
と
い
う
2
つ
の
仮
定
を
置
い
た
。
第

　
一
の
仮
定
よ
り
射
－
ミ
司
1
1
お
。
、
第
二
の
仮
定
よ
り
帖
言
斗
ミ
司
十

“
．
膏
．
で
あ
る
。
よ
ウ
て
、

　
　
、
1
1
お
、
1
“
。
盲
、
“
お
ー
ミ
司
－
池
。
盲
。
…
曳
1
（
斗
盲
十
母
．
膏
．
）

　
　
　
　
＊
お
ー
“
㌔
お
”
『

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
世
界
財
市
場
の
統
合
が
不
完
全
で
あ
る
よ
う
な

短
期
で
は
『
。
十
『
と
な
る
が
、
定
常
状
態
で
貿
易
財
一
物
一
価
の

法
則
が
満
た
さ
れ
れ
ぱ
実
質
金
利
は
一
致
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
説
明

は
貿
易
財
一
物
一
価
の
法
則
が
成
立
す
る
よ
う
な
中
期
に
お
け
る
実

　
質
金
利
の
罪
離
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
勾
一
自
国
名
目
金
利
。
5
．
一
世
界
名
目
金
利
。
＝
自
国
実
質
金
利
。

　
『
∵
世
界
実
質
金
利
。
？
自
国
物
価
水
準
。
定
．
一
外
国
物
価
水
準
。

　
ゴ
自
国
通
貨
建
為
替
相
場
。
ミ
宇
自
国
物
価
上
昇
率
。
時
。
盲
．
、

　
世
界
物
価
上
昇
率
。
ミ
三
為
替
相
場
変
化
率

（
3
）
　
こ
こ
で
の
「
中
期
的
モ
デ
ル
」
は
お
お
よ
そ
次
の
性
楮
を
持
つ
。

　
ω
財
価
樒
に
つ
い
て
国
際
間
で
一
物
一
価
の
法
則
が
成
立
す
る
。
㈹

　
金
利
平
個
が
成
立
し
、
一
財
モ
デ
ル
で
あ
れ
ぱ
実
賀
金
利
内
外
均
等

　
式
が
成
立
す
る
。
㈹
貨
幣
的
影
響
か
ら
の
調
整
は
終
っ
て
い
る
。
㈹

　
支
出
構
造
、
ま
た
は
投
資
構
造
（
経
常
収
支
、
別
な
視
点
で
は
長
期

　
資
本
移
動
）
に
異
時
的
な
歪
み
が
あ
る
。
㈹
分
析
対
象
は
経
常
収
支
、
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交
易
条
件
、
効
用
水
準
の
決
定
過
程
、
ま
た
は
そ
れ
ら
内
生
変
数
に

　
対
す
る
外
生
変
数
の
効
果
等
で
あ
る
。
モ
デ
ル
の
例
と
し
て
は
、
実

　
物
資
本
移
動
モ
デ
ル
の
調
整
過
程
、
2
期
間
ミ
ク
ロ
モ
デ
ル
に
よ
る

　
分
析
、
o
≦
二
｛
且
轟
需
篶
冨
饒
o
自
モ
デ
ル
を
含
む
多
期
間
ミ
ク
ロ

　
モ
デ
ル
の
調
整
過
程
な
ど
で
あ
る
一
な
お
小
宮
・
須
田
（
5
o
。
山
）
、
1

　
；
g
彗
蜆
（
5
o
。
壮
）
に
は
対
応
す
る
概
念
が
な
い
。

（
4
）
　
こ
の
ほ
か
に
過
去
の
文
献
で
示
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
但
し
決
定
諭

　
的
モ
デ
ル
）
は
お
よ
そ
次
の
2
種
類
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
つ
は
、
厚
『
－

　
詔
冒
串
自
α
ω
く
彗
腸
o
目
（
乞
o
o
｝
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
国
に
お
い

　
て
貿
易
財
間
相
対
価
椿
が
異
時
点
間
で
外
生
的
に
変
化
す
る
と
い
う

　
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
O
O
昌
げ
轟
9
（
6
o
o
山
）
の
小
国

　
2
財
（
国
内
財
と
貿
易
財
を
自
国
が
生
産
、
消
費
す
る
）
多
期
間
モ

　
デ
ル
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
小
国
に
お
い
て
は
、
■
国
内
財
部
門
を
持
つ

　
こ
と
に
よ
り
相
対
価
格
構
造
が
内
生
と
な
る
。
彼
は
、
国
内
財
市
場

　
均
衡
を
達
成
す
る
た
め
の
国
内
財
・
貿
易
財
閲
相
対
個
格
の
変
化
が

　
消
費
者
実
質
金
利
を
貿
易
財
表
示
実
質
金
利
（
所
与
）
か
ら
乖
離
さ

　
せ
る
こ
と
を
示
し
た
。

（
5
）
　
先
物
相
場
が
将
来
直
物
相
場
に
一
致
す
る
（
完
全
予
見
）
こ
と

　
を
仮
定
し
つ
つ
、
金
利
平
個
が
成
立
す
る
状
況
を
指
す
。

（
6
）
　
た
だ
し
、
後
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
国
特
化
財
建
実
質
金
利

　
は
名
目
変
数
と
無
関
係
に
内
生
的
に
決
ま
り
、
そ
の
た
め
各
国
に
お

　
い
て
そ
れ
ぞ
れ
3
つ
の
名
目
変
数
（
両
期
の
各
国
財
名
目
価
楕
と
名

　
目
金
利
）
が
満
足
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
関
係
が
生
じ
る
。
よ
っ
て

　
各
国
当
局
は
3
つ
の
名
目
変
数
の
う
ち
、
2
つ
し
か
決
定
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
。

（
7
）
　
自
国
の
消
費
者
の
選
択
を
考
え
る
。
各
期
効
用
表
示
各
期
実
質

　
支
出
、
実
質
所
得
を
そ
れ
ぞ
れ
固
『
（
“
｝
・
δ
ギ
キ
・
o
＼
）
、
亀
ら
、

　
1
1
、
冑
、
・
§
ぐ
ミ
。
と
お
く
。
す
る
と
、
（
ぎ
）
を
次
の
よ
う
に
書
き
改

　
め
る
こ
と
が
で
き
る
o

　
　
　
由
［
シ
s
］
H
、
十
ぎ
咀

　
こ
こ
で
、

　
　
　
阜
p
§
］
…
昌
三
軸
一
十
竜
一

　
　
　
　
　
　
－
　
　
咄

　
　
　
○
く
o
『
　
～
　
～

　
　
　
岨
・
け
貝
ぎ
、
・
軸
“
O
、
、
・
軸
、
一
§
咄
・
軸
帖
一
ぐ
咄
・
軸
咄
）
W
創

　
で
あ
る
。
9
“
耐
＼
は
名
目
価
格
が
与
え
ら
れ
れ
ぱ
（
冨
）
よ
り
決

　
ま
る
。
競
争
均
衡
の
仮
定
よ
り
、
消
費
者
は
自
分
の
行
動
が
個
格
体

。
系
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
、
相
対
個
楕
を
所
与
と

　
し
て
行
動
す
る
。
よ
っ
て
、
禍
費
者
の
意
志
決
定
に
際
し
9
、
一
“
田

　
は
与
件
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
経
済
全
体
と
し
て
は
内
生
的
で
あ
る
）
。

　
以
上
の
最
適
化
問
題
か
ら
、
ユ
“
は
里
一
ら
咄
㌧
の
関
数
と
な
る
。

　
　
　
固
－
u
軸
－
（
㌔
ら
出
L
）

　
　
　
“
…
㌧
（
㌔
一
㌣
も
）

　
よ
っ
て
、
異
時
点
間
の
実
賀
支
出
選
択
は
、
各
期
の
実
質
所
得
と
実

　
質
消
費
者
割
引
因
子
の
み
の
関
数
と
な
る
。
他
の
変
数
（
各
期
相
対

　
価
楮
、
名
目
価
格
、
特
化
財
建
実
質
金
利
、
名
目
金
利
）
は
博
．
ら
“
～

　
を
通
じ
て
の
み
各
期
実
質
支
出
に
影
響
し
得
る
。
よ
っ
て
螢
、
ら
蛆
㌧

　
を
不
変
に
保
つ
よ
う
な
両
期
相
対
価
格
の
変
化
を
考
え
る
と
、
そ
の

　
よ
う
な
丑
化
は
実
質
支
出
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
な
く
、
各
期
に
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お
け
る
各
財
消
費
の
組
合
せ
に
の
み
影
響
す
る
。

（
8
）
ω
9
房
（
H
湯
H
）
一
ω
き
曇
畠
彗
o
雰
旨
（
H
畠
ω
）
な
ど
が

　
あ
る
。

　
　
　
参
考
文
猷

小
宮
隆
太
郎
・
須
田
美
矢
子
『
現
代
国
際
金
融
諭
〔
理
論
編
〕
』
一
九

　
八
三
年
日
本
経
済
新
聞
社

O
O
昌
σ
冨
負
戸
H
ξ
α
．
．
、
向
老
8
叶
葦
昌
・
竃
φ
向
曽
す
彗
。
目
O
カ
9
0

ξ
冨
邑
8
．
．
，
言
ミ
ミ
県
き
§
§
“
専
§
。
ミ
。
。
壮
（
ひ
）
二
曇
－

　
N
α

o
o
冒
9
閉
o
ヌ
肉
」
湯
い
1
、
．
射
雷
一
旨
訂
語
卑
肉
卑
員
葭
o
目
o
o
8
房

彗
o
o
忌
ヨ
巴
向
埣
o
；
巴
望
ヨ
o
ミ
一
泰
．
．
㌧
§
§
ミ
県
き
§
邑

　
黒
§
§
｝
嘗
（
H
）
二
舎
－
H
g

司
9
0
卑
9
P
］
≦
．
顯
目
α
葭
O
ユ
o
斤
P
〇
一
H
①
o
o
o
．
．
。
U
O
目
5
餉
注
o
ω
顯
く
－
昌
o
q
閏
目
O

　
　
巨
8
ヨ
き
昌
巴
9
官
邑
曽
o
姜
．
．
．
§
軸
尊
§
§
㌻
§
§
ミ
8

　
　
（
』
冒
o
）
二
宝
－
ω
暑

串
竃
ぎ
一
こ
亀
昌
｝
＞
二
ξ
o
．
、
o
目
叶
5
峯
彗
τ
＞
旨
8
ξ
o
｛

　
雪
畠
匡
轟
穿
g
彗
o
目
命
岸
算
鶉
冒
蜆
g
昌
雰
巴
旨
薄
墾
冒
｛
－

　
雪
昌
叶
邑
岬
．
二
』
§
ミ
§
専
§
o
§
詳
き
s
舳
ε
s
（
卓
）
一
9
o
l
s

｝
『
串
目
斥
色
一
－
o
■
H
0
｝
　
＞
1
　
一
〇
〇
〇
蜆
．
　
。
、
－
■
芹
0
H
自
顯
9
0
巨
巴
　
O
芭
O
｝
冨
－
　
峯
o
σ
自
岸
く

　
距
目
o
0
8
毛
昌
冒
o
q
O
暮
巨
一
｝
耐
〇
一
ω
一
同
8
目
o
昌
㌣
…
－
昌
勺
呂
肝
9

　
　
巨
牽
暮
昌
艮
ヨ
昌
彗
O
邑
曽
弩
蚕
切
9
艮
0
8
註
旨
胃
ぎ
“
も
．
．

　
　
　
ミ
b
b
完
ミ
ミ
ぎ
轟
い
ミ
鶉
昌
．
ミ
ご

串
9
歪
こ
碧
O
σ
＞
．
彗
O
射
曽
・
貝
＞
」
凄
伽
・
．
。
ヨ
閉
邑
穿
幅
目
葦
≡
窪

　
　
　
彗
o
巨
彗
一
き
。
邑
両
。
冒
o
邑
二
暑
邑
毛
雪
ま
目
8
．
．
．
ミ
ミ
§
－

　
　
　
き
§
－
向
8
§
這
o
き
一
喜
o
o
ミ
§
§
ミ
§
．
＆
‘
睾
匡
・
雲
ま
『

　
　
　
彗
一
邑
　
宛
－
O
．
峯
芭
易
一
〇
自
1
O
嘗
自
げ
ユ
旦
o
目
o
“
O
害
自
σ
ユ
O
困
血
O
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授
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部
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融
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融
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